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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、寡占市場における環境R&D投資とそれに関する競争政策の運用を理
論的に考察した。主要な考察として、投資のスピルーバー効果が企業間の技術的距離によって内生的に決まるモ
デルを採用し、複占市場において数量競争および価格競争が行われている２つの状況において環境配慮財の研究
開発投資を行う複占企業の投資量の比較や社会厚生の比較とともに合併政策の在り方を示した。

研究成果の概要（英文）：This research project examines environmental R&D model in an oligopolistic 
market. The project adopted a model in which the spillover effect of R&D investment for 
environmentally-friendly good is endogenously determined by the technological distance between 
firms. Then, in the two competition regimes (i.e., quantity and price), we show the comparison of 
investment levels and social welfare and implications for merger policy.

研究分野： 産業組織論

キーワード： 経済政策　環境R&D　競争政策　寡占モデル　ゲーム理論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
環境R&Dを念頭においた独占禁止法の運用ガイドラインの改善や精緻化が実現すれば，例えそれが細かな変更で
あったとしても企業の行動が変化する。１企業の行動が社会に与える影響は小さい場合もあるが，多くの企業が
独占禁止法に反応することを考慮すれば社会に与えるインパクトは決して小さくない。ましてや市場占有率の大
きい寡占企業の行動の変化が社会に与える影響の大きさは言うまでもない。そのため，本研究は現在の社会を更
なる環境低負荷型へと変容させ，日本の国際的プレゼンスを高めることに貢献する可能性を秘めた課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 地球温暖化や環境汚染が大規模に広がる状況において、環境低負荷技術や環境配慮財の研究
開発をさらに促進し、環境低負荷型の社会へとシフトする必要性が消費者と生産者の双方で広
く認識されつつある。そうした状況で，各国の企業や政府がかつてないほど知的財産権を重要視
し，また戦略的な研究開発（R&D）投資が活発になっている。そうした R&D 投資や知的財産に
関する議論はこれまでにもなされてきたが，環境 R&D の領域では，知的財産権や競争政策の運
用ルールが不明瞭である状態が続いている。環境 R&D と競争法にまたがる領域についての研究
知見の集積が十分整っていないこと示している。 
 その一方で，環境配慮財を選好する消費者（グリーンコンシューマー）が増加するにつれてさ
まざまな企業が環境分野での研究開発を積極的に行うようになった。また，他社との共同研究開
発を模索する企業も出ている。さらに，中間財の海外生産が増えるとともに R&D のグローバル
化が顕著になってきている。こうしたことを背景にサプライチェーン全体を通した環境研究開
発に取り組む企業も出ている。 
 そのため，適切な競争政策の実施するにあたって、国内市場にとどまらず海外との関係を考慮
した運用を考える必要がある。我が国の競争法（独占禁止法）のガイドラインについても経済学
の研究知見を蓄積させ、それらを踏まえたものへと議論を深化させる必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
 
これまで産業組織論では新製品の R&D や費用削減型 R&D の研究は比較的多くなされてき

た。しかし，環境配慮財を想定した研究開発についての寡占モデルを用いた研究は比較的少ない。
この研究では従来の産業組織論の研究に基礎を置きながら，そして企業間に戦略的相互依存関
係がある不完全競争市場を念頭に置き，環境配慮財の R&D 促進や環境低負荷社会の実現のため
にはどの様な投資形態が望ましいのかなどの競争政策上の課題を，寡占モデルを用いて解き明
かしたい。また，従来の競争政策の経済分析の中に，環境学分野特有の性質を的確に反映させた
特色ある分析を行い、環境分野における競争政策の実行にあたっての知見を蓄積させたい。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究課題ではゲーム理論を応用した寡占的 R&D モデルの専門文献をサーベイし，さらには

必要に応じてヒアリング調査を通じて現実の環境配慮財のための R&D に関する特性や知見を把
握し，国内競争・国際競争の文脈ごとに垂直的 R&D・水平的 R&D の基本モデルを構築する。そし
て競争形態や政府の政策変数の先約能力の有無を明確にした分析を心がける。また，こうした理
論研究と同時に法学者などとの有機的な連携体制を活かし行政面での課題把握や制度的な分析
も進める。 
 公刊前の研究成果は Working Paper として SSRN 等の website を通じて国内外に広く発信し，
議論の拡充と意見交換を促進させる。そのことを通じて論文の質を向上させ、同時に研究ネット
ワークを拡充させる。成果は国際的に定評ある Journal に投稿し掲載されるようにつとめる。 
 
 
４．研究成果 
 
各年度に得られた主要な研究内容と成果は以下のとおりである。 

（１）平成２８年度は、先行研究のサーベイとして寡占企業の R&D 投資や環境分野での投資行動
を分析した文献を丁寧に精読した。また、国際貿易分野における理論・実証研究の成果の把握と
国際的競争の激化にともなう競争政策上の重要論点の整理を行った。そのうえで、基礎研究では
あるが、企業の環境分野での社会的責任活動（環境ＣＳＲ活動）やカルテル行為を組み込んだ新
しい環境 R&D モデルの構築を行い、試行的な解析作業を断続的に行った。 
（２）平成２９年度は、寡占企業のプロダクト R&D 投資や環境分野での投資行動を分析した文献
を丁寧に精読した。経済活動のグローバル化にともなう競争政策上の重要論点の整理を行った。
そのうえで、関連研究ではあるが、汚染排出税の施行下において企業の環境ＣＳＲ活動が経済に
どのような影響を与えるのかの分析作業を断続的に行った。そして、クールノー複占市場におけ
る品質改善投資と合併を同時に考察するための理論モデルを構築し、R&D 投資行動と合併の意思
決定が市場の厚生に与える影響を詳細に検証した。 
（３）平成３０年度は、引き続き寡占企業のプロダクト R&D 投資や環境分野での投資行動を分析
した文献を精読した。また、グリーンイノベーションを行っているベルトラン複占企業による企
業合併が投資行動と経済厚生にどのような影響を与えるのかを分析した。さらに、貿易自由化が
環境汚染排出に与える影響について、クールノー型国際複占競争モデルを用いて分析した
Beladi and Oladi(2011)のゲームモデルをシュタッケルベルグ競争モデルに拡張し分析を行っ
た。加えて、関連研究ではあるが、企業の環境ＣＳＲ活動が経済にどのような影響を与えるのか



についての理論分析を断続的に行った。 
 さらに、延長期間においては、環境低負荷のための品質改善投資を行う複占企業同士の合併基
準についてゲーム理論分析を用いて一定の理論的な帰結を導いた。その研究においては、スピル
ーバー効果が企業間の技術的距離によって内生的に決まるモデルを採用し、市場において数量
競争および価格競争が行われている２つの状況において環境低負荷のための品質改善投資を行
う複占企業同士の投資量の比較や経済厚生の比較とともに合併政策の在り方も考察した。さら
に、独占企業のＣＳＲにもとづく環境投資が経済厚生や環境にどのような影響を与えるのかに
ついてのより精緻化した分析を断続した。 
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